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　：次に記すのは，昨年十月の総倉に於ける天文學用語に關する座談會の席．ヒ，
筆者の述べた所に，二三の追加，訂正をしたものである．
　近頃，各方面で學術用語の修iE，統一の仕事が盛に行はれ，工學，三門，
醤三等の或部分では既に成案を得て，小冊子として配布して居る程であり，我
天文三界に於ても山本氏其他の意見獲表となり，三門に共機運に二って來た
のは誠に悦ばしい事と思はれる．
　天文學に直接携って居る者にとっては，用語が不適當であっても，叉不統
一であってもそれが爲意味が通じないとか，問違を起すとか言ふ檬な事は無
いので，つい此統一と言ふ様な面倒な仕事を延び延びにして居るが，一般の
理三者，教育家，新聞羅誌の編輯者等は熱心に之を希望して居るのである．用
語統一は先，三際肚會に關係の深V・學科部上記の三下，工三等から始まるの
であるが，天文學も一般肚會と離るべからざるものとなった今日，新聞難誌，
巾等程度の教科書，一般的な物理下書に出で回る天文學用語は，統一洗練さ
れたものを提供する責任が吾々にあると言ってよい．
　二三用語の統一に二って最も活動すべきものは三三である．これまで既に
統一を行った例を見ても多くは學會が中心になって雁る．即關係のある墨會
から委員を選び出して，長きは数年聞も協議を重ね，二二三者の力をも借り，
他の學科の要求をも聞き，互に意見を遠慮無く尊べて，譲るべきを譲って，し
かる後に決定して居る．天文の揚合では日本天文學會と東・拒天文協會とが其
責任と努力を分つべきであると思はれる．
　多くの方々が此問題に就いそ沈獄して峠られる様であるが，遠慮無しにど
しどし意見を獲表されむ事を望む次第である．考へようによっては學術用語
に就て意見を述べるのは非常に六ケ敷い事である．吾々の揚合では，第一大
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文學に一通り通じて居らねばならないし，英，猫，佛，更にラテン，ギリシ
ャ等の外國語を心得て居らねばならす，日本語及それと密接の關係ある漢文
を深く理解し・しかも現在の就會，更に將來の肚愈，言語等に考を及ぼさね
ばならぬとすると，誰もつい億劫になって了ふのである．併し以上の何れに
も通ずる人は殆んどあり得ないカ．・ら，各人が得意とする所を持寄って，出來る
だけ澤山の人々の意見を集めて完杢に近いものを作り！2いと思£のである・
少数の人々で批様な仕事をやると，思違ひがあったり，個人の好みが強く夫
れ．たりして面白くない・
　筆者の与攻とする植物學の方面でも用語続一一の要求が盛になり，筆汚は：文．
字に回する事：が好きな所から，學そ1阿用r書こ就て少し料材を集めたので，その
中から用語統．一・に關する一搬：的な方針，原則等に就爬欠に述べて見度い．
　弓術用語に就て論ずる揚へには
　（一）將三門術の遙歩と共に離るべ壷新術語の出現や，構語の内審の獲化に鋤して
　　　　卯何に庭置するか，
　（二）　現地の閑語葱如何に修正，紡軸すべきか，
に分けて考へ度い．
　（一・一一）の1劉ξの用語に封してはかなり嚴B：な要求をつけて共時代及將來に
最も適するものを選定せねばならない．自P漢文の束縛から相當に解放され．，
一一精?ﾄの言語に影響された新時代の日本訥こ調和する様考へねばならない．
　多くの國語學者が過去の語の研尤から一歩進んで，將來の二三に就て積極
的に理學者を指導したら，fl本人に向かない外國語や不・適菅な澤語使用の不
愉快から大いに救はれる事であらう．
　（二）現在既に存する用語の修正統一に當っては，あまり理想に走って嚴
重な要求をするのはよくない．ドしい誤で無い限り，叉甚しく不合理で無い
隈り一慮尊重すべきである．用語に理解を有する専門家は今日協定して昨日
からでも改めるであらうが，一般に鋤して此様な事は翌めない．結局混鳳を
生するばかりである．
　吹に諸二三が探用して居る用語整理に關する一般方針をゴ．百條書にして見る
と，
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　（一）李易簡明で埋解し易く，特に目に訴へすとも耳で陶いただけで理解出
來るもの，叉あまり長たらしく無く，H常口で言ふのに丁度よい位な簡潔な事．
　（二）傅統を重んじ，普通に用ぴられ・る慣用語は甚しく不合理でない限り
奪重し，殊更に新しく用語を作らぬ』鯨
　（三）國語を奪亜する事，但し外灯語で普通の慣用語若しくは國r怪的用。吾
となって居るものは之を用ぴ，強ぴて新町語を作らぬ事．
　（四）漢文を常識的にでなく深く冒充し，漢幸を正しく用ふると同時に，共
B本式の使用法をよく研充す7．　b　ll．
　（五）漢字を制限し，なるべく常用漢字の範三内とする事．
　（六）他の甑に統一された用語集等を参照し，可能翻．L国内で之とル調を合
すTl．
　（七）　統一の極めて困難と思はれるものは強ひて一一ツに統一せす，二三を存
し永年の聞の淘汰に任すヌi；．
　（八）　用語の歴i史的陰野をi妊究する｝『，即如何なる；∵が何故に死語とたった
か．何故に永い生命を有するかを明にする事．既黙より見て酷なる好み，思
．ひ付き等から從來の用語を：攣臆したり，興野〒用語を作り，試みとして使用す
る如き不，L了．愼を避・け，過去より將來を推して愼重なる判断をなす事．
　以上で用語魅理に關する一版方針は一先終りとして，吹に天文學用語に予
て筆者の意見を述べて見よう．天文畢用語に就ては山本會長が数圓に亙って
本誌々ヒに述べられ，皆々を三下する所多大であり，七三の黙も澤山あるが
紙数の都合上此虚には一一ツーツは述べ得ない．併し，中にはt≡者として別の
意見を持って居るものもあるので，此嘘に吉き列べて見る．
　雌星を憂光星の代りに用ふるのは改良で無くて改悪である・これまで極め
てよく統一されて居るのに彊ひて三三を起さすのはよくないし，Vari・able　f　ta「
の直課では一tしの形が攣るのか，位置が憂るのか始めての人には分らないし，
婚戊，編成の，語と獲音上階青でまぎらはしい．共勲からしてし必光星「の方が
遙に勝れて居るし，L攣光する■L三光型コL攣光範團「等の語と關回して考へ
ても現在のま」の方がよい．
　支那の天文學名詞に攣此を探用しては居るが，一致させねば三三ひを起す
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と言ふ場合ではないから心配は無い・支那が天文菓名詞を作ったのは見上げ
だ事で，吾々が同文字の國として之と歩調を合すのは虚構な事ではあるが，同
じ文字でも日本には日本式の使ひ方があるのであるから，あまり、又那式にこ
だわる必要ぽ無い又天文肇名詞が女吻なる程度にま二六で働そ了されるか
も疑問であるし，貫に叉那に同文字の國との間の用語統一に旧して誠意があ
ったなら，共編輯に當って日本の参加を求め，少くとも其L日名「の欄に就て
は東西の天文家の意見を徴すべきである・それもしないし，出來上っても途
っても來ない・後になって吾々が手に入れて見るとし日名「欄には日本人の誰
もが用ひぬ様な誤った語が繊．ある．全く支ガ［5式のやり方で不愉快である．
　Miα℃scopiumも現在のま㌧顯微鏡で好いと思ふ．始めから「むしめがね「
と面したのなら別として，今更攣へる程の事は無v・．L顯微鏡「と言ふ様な謡
言の極めて明瞭な語は，耳で聞いても，他と混晶を來す事も絶勤にないから，
強ぴて大和言葉しむしめがね一1を引出して慣用語を慶するには及ぶまい・猫現
在ではしむしめがね「と言へば一ツの簡輩な櫨大鏡を意味し，Ha1〕d－giass，1．．　u　pe
等が洋語として用ひられて居り，之に反して必’些の付いた高倍率の所雨顯微
鏡にi封してMicroscopeが用ぴられ・て］i｝る有様て’ある．
　Cruxも二心通りL十字「でよい，今更訂IEする必1ノは少しも無い．日．本人は
直感するまNに十字と1，凹し之を｝llひて居るのは正しv・事である．欧米入は共
宗教的感激から十字架と考へるのは油然であり，　日本人の中の極く少激であ
る∫く基教信者はそれに倣ふのも御随意である．が，今夏一品の名を訂IEしてま
で十字架として仰がされるのは率直に言へば不愉快である．話語を作る試合
には原語の歴史に漏話なのはもとより必要であるが，1，艶冶を新しく豪語とし
て使用するのが如何なる人々であるかを，それ以上考慮する必要がある．
　セブニ王，ベレニスの髪，二夫オリオン，剃｛馬ペガスも相當理由あっての
訂正であらうが，　日”r三座の語をするのに，こんな長たらしい名を呼んでは
居られ・まい．しかみのけ「しオリオン「とかのノプが遙によい・
　以上は総會で筆者の7三三の付いた所に，併せて，會日．加工が冒はんとし
て遠慮して居られた所を代って述べたものである．引詰”己事の追加の意味で
此庭に大要を載せる事にした，（昭和九年＋二月）
